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PE丁搭載型ガンマカメラの新規導入
松波総合病院 第2放射線科部長 伊   原 昇

今回当院に導入されたPET CT組み合わせ型核医学診断装置についてその概要をご説明致しま

す。従来より当院には核医学診断装置 (アイソトープ、シンチグラフィなどと0乎ばれる検査で

す。)が設置されており使用されていましたが今回導入された装置は従来型の核医学診断装置

に力□えPE丁―CT装置が組み合わせされたものです。簡単に説明しますと普段なじみのあるレント

ゲンやC丁、MRIが人の臓器の見かけの変化から病気を診断するのとは違い、核医学 。PET検査

は人のlle器の機能がら病気を診断する方法です。具体的にはPE丁であればヒトの体の中で栄養

として使われるブドウ糖に微量な放射能を出す物質を<っ付けてマークし、その分布をみると

いうことをします。一般にがん細胞は通常の組織よりも分裂増殖が激し<た <さんの栄養分を

必要としますのでその部のでた<さんブドウ糖が消費されます。するとその部分の放射能レベ

ルがあがり、病気の部分が浮き上がって見えるというわけです。

ただ簡単でないのはヒトの体には正常でもブドウ糖消費が強い部分があつたり、時と場合に

よつて変わりやすい部分があつたりと複雑です。またその浮き上がった部分が体のどの部分が

を確定するにはヒトの1蔵器の構造への理解が必要です。そのためこれらの検査をすれば全ての

病気が何であるかたちどころに分かるというものではありません。昨今の報道にてPE下の見逃

しが多いとされ世間を騒がせたのもこのあたりの誤解から生じたものと思われます。全ての検

査にはそれぞれ利点と欠点があり、限界も

あります。実際の病気の診断にはその他診

察所見等とあわせ総合的に判断する必要が

あり、それは機械が自動的に行える性質の

ものではありません。

一般の検査に比べやや高価な検査ですが

疾患によっては診断の決め手となることも

多<有用な検査であることも事実ですので

より有効に運用すべ<努めていきたいと思

います。
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第9回市民公開講座
8月 30日 (土)松波総合病院市民公開講座で山北 宜由病院

長座長の下 副院長赤松繁先生がAEDを 普及させた地域医療体

制とAED使用法について郡医師会会長河合潔先生が生活習慣病

とうま<つき合うための 7つのヒントについて講演され近隣の

住民が受講された。

赤松副院長はAED(自動体外式除細動器)の普及の背景や使

{岐阜南ふるさと福祉村}

用方法の説明の中でAEDが電気シ∃ックだけでな<、 人工呼吸や′ら1蔵マツサージのタイミングも音

声でガイドする機能を分かりやす<紹介、「至れL

とAEDの重要性を説明。叉河合郡医師会会長は生

ス・喫煙等について。

高血圧、糖尿病、脂質異常症等の患者さんの例
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■糖 尿 病 教 室 ※糖尿病が気になる万はどなたでも気軽にご参加ください。

◎入門コース…一回で糖尿病について一通り学べます。

4日 0 3階講堂にて 午後2時～40寺

◎野外実習会…事前にあ申し込みが必要です。

21日③ 詳細は外来掲示板等にてお知らせします。

◎毎週水、金曜日 5階病棟デイルームにて 午後 10寺～20寺


